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テッド・ネルソン（Theodor Holm Nelson）
「ハイパーテキスト」をはじめ、「ハイパーメディア」「テクノイド（Technoid）」「トランスコピーライト（Transcopyright）」

など数多くの斬新なビジョンを提唱してきたコンピュータサイエンティスト。一説では、インターネットのWWWも、氏のコン

セプトがきっかけになったといわれる。およそ30年前に開始し、氏のライフワークともいえる「ザナドゥ・プロジェクト」の新

たな展開をめざし、昨年より札幌エレクトロニクスセンターと共同で設立したサッポロ・ハイパーラボで、研究に取り組んで

いる。Interview  今泉 洋（Hiroshi Imaizumi）

Theodor Holm Nelson

「ザナドゥ」（Xanadu）

テッド・ネルソンが1960年から研究を続ける、世界規模の開放的な電子出版のモデル。そこでは

誰もが既存のデータにリンクを張って自分の出版物に取り込むことができ、読者はそのリンクをた

どって情報を受け取る。独自のハイパーテキストとインターラクティブなマルチメディアシステムを

駆使し、ドキュメントとファイルが有機的に結びつけられ、そのために情報の処理と蓄積、プレゼ

ンテーションの新たな技術が用いられる。
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h30年目のザナドゥ

私が最初に日本に来たのは、1981年に

開かれたコンピュータサイエンスの国際会

議のときで、短い滞在でしたが、私の出会

った人たちの持つエネルギー、思考の緻密

さなどに感銘を受けました。

北海道へ来ることになったのは、北大の

田中譲教授からご招待を受けたからです。

教授の開発しているインテリジェントパッ

ドは、とても興味深いもので、これがどう

発展していくのかにも興味がありました。1

つのマシンのプログラムが、別のマシンの

プログラムと簡単にコミュニケートできる

という点では、私の知る限り、インターネ

ット上で動く唯一のソフトウェアですね。

ザナドゥという私の夢を実現するにはい

くつかのレベルがあるのですが、このインテ

リジェントパッドというのは優れたツール

で、1965年に私が設計した「ZipEditor」

とコネクションを張って私も研究に使って

います。

「Zip」というのは、別々のものをジッパ

ーみたいにつなぎ合わせることのできる構造

のことを意味しているんでが、私の考えは、

すべてそこからスタートしているんです。し

かし、私のデザインしたものは、これまで

ずっと実現しませんでした。実は、私はコ

ンピュータ分野の人と同じことについて議

論しているのだと思っていたのですが、全

然そうではなかったのです。これまでそれ

を本当に理解していた人はいなかったので

す。そこでまた最初からやりなおすという

ことになったのですが、田中教授は私のア

イデアを細部まで理解してくれていて、

1965年に私の書いたものを、いま実用化し

ようとしているのです。

h「Transcopyright」がもたらす可能性

私はこれまでAutoDesk社との共同作業

などで、インプリメンテーションに時間を

費やしてきましたが、今は基本に戻って、

インプリメンテーションとは独立した形で

新たな構想を練り上げようとしているとこ

ろです。たとえば、私が「トランスコピー

ライト（Transcopyright）」と呼んでいる

新しい著作権システム。これはとても単純

なものなのですが、みんなは技術的な問題

としてとらえてしまうので、かえって理解

しにくいんですね。これは非常にシンプル

な提案で、法律を変える必要もない、使用

許可を与えるための新しいスキームなので

す。

「シェアウェア（Shareware）」というも

のをご存じでしょう？これは使用許可の宣

言ですね。「自由に使ってもいいけれど、気

に入ったら使用料を払ってください」と言

っているわけです。“まず最初に支払ってか

ら”という義務はないわけです。これはボ

ブ・ウォレスの考案ですが、リチャード・

ストールマンの考案した「コピーレフト

（CopyLeft）」というものもあります。これ

は「配布および追加・改変は自由。ただ

し、オリジナルとともに自分の加えた変更

を配布する義務を負う」というもので、こ

うしたしくみで、みんなが自分なりの変更

を加えることができるわけです。

そこでトランスコピーライトですが、た

とえば（ハイパーテキスト空間の中で）あ

なたが書いたドキュメントを発信する場合

を考えてみましょう。ドキュメントには、あ

なたの書いた文章が1パラグラフ、次に他

の誰かがトランスコピーライトを宣言して

いる写真を引用して、さらにあなたの文章

がもう1パラグラフあるとします。するとこ

の場合、3つのポインターを発信することに

なります。あなたの書いたパラグラフへの

ポインター2つと、あなたが引用した写真

へのポインター1つですね。

さて、情報の受け手はこれらのポインタ

ーを受け取って、まずあなたの最初のパラ

グラフへのポインターを指定して、それを

買って手に入れる。さらに写真のポインタ

ーを手に入れて、そのポイント先に写真を

要求してその写真を買う。そして最後のあ

なたのパラグラフのポインターを指定して、

それを買う。このようにして受け手はあな

たの発信したドキュメントを手に入れるこ

とになります。これはとても単純だし、公

正なやり方なんです。あなた自身は、この

写真から何の利益も得ませんが、使用する

権利はあるわけで、それを自分の作り出し

たいコンテクストに従って使うことで作品

をよりよいものにすることができるんです。

このシステムは非常に正直なシステムで

もあるんです。誰もが理解できるし、誰も

が使うことができる。あなたはたった一言

「Transcopyright」と書き添えるだけでい

いんです。そうすることで、「これは著作権

によって保護されており、私が著作権を持

っているけれども、誰もがその部分部分を

買うことによって引用することができる」

と宣言できるわけです。

このシステムの運用にはネットワークを

利用することになるでしょうが、それが私

のネットワークである必要はありませんし、

誰のでもよいのです。あるものは1つのネッ

トワーク、他のものはまた別のネットワー

クにあってもよく、最後に購入されたバー

ジョンでそれらがまとめられてドキュメント

になるのです。

“ザナドゥは私の仕事であり、
芸術作品であり、

私の宗教なのです。”
引用の上に成り立っている我々の創造行為。「Transcopyright」はサイバースペースの可能性を拡大する。
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hフラグメントと
リンクのマーケットをめざして

トランスコピーライトは、まずはコピー

ライトを持っている人が認証をすることか

ら始まります。なんらかの権威あるシステ

ムを受け入れるというより、使いたい人が

使い始めればいいんです。トランスコピー

ライトについては記事を書いているところ

で、法律の専門雑誌に掲載されることにな

ると思います。この件について弁護士とも

話しましたが（トランスコピーライトは著

作権の上に成立するものなので）法律的に

も何の問題もなく受け入れられるものです。

ただ、なんらかの情報保管用ストレージ

サービスが必要で、そもそもザナドゥも、

誰でもそこに出版したいデータを持ち込め

る貯蔵庫の1つとして考えられていたんで

す。でも、他のいろいろなところがそれを

始めることになるかもしれません。実際、

日本の代表的なメーカー7社によって設立

されたばかりのDVL（デジタル・ビデオ・

ラボラトリー・コンソーシアム）では、私

が提案しているメディアの販売方式に興味

を示しています。彼らは情報素材の部分的

な売買という考えを持っていましたし、ザ

ナドゥというのは結局そういうことなので

す。ザナドゥの商用モデルは“あるものの

一部分を買うことができる”ということな

のですが、彼らはそれを、もう受け入れて

いるのですから。その背後に私の影響があ

ったのか、彼らが独自にそういう考えに至

ったのかはどうでもいいことですけどね。

支払い、料金の問題については、おそら

く誰かが全体をコントロールするというも

のでもないでしょう。つまり、（トランスコ

ピーライトが1つの情報貯蔵サービス内で

問題なく機能することは明白ですが）さま

ざまな会社がいろんな情報貯蔵サービスを

開始することになった場合でも、彼らが共

同すれば、別々の出版社が出版した雑誌を

取り出して1つのテーブルの上に置くという

ような形で利用できるわけです。

私の理解する限り、米国の新しい法律で

はコピーライトの表示をする必要さえない

んです。「Transcopyright」と記述するの

は礼儀のようなもので、それだけでコピー

ライトを含んでいることになります。ただ

し、それがどこで手に入るのかもつけ加え

たい場合は、"Xanadu"とか"NIFTY-Serve"

とか販売代理者名を書いておけばいいんで

す。

ちょっと複雑だと思われるかもしれませ

んが、こう考えてみてください。1950年頃

にクレジットカードが誕生したとき、世界

中に流通するお金をネットワークで管理す

るなんてことは、とても複雑に思えたでし

ょう。でも、良かれ悪しかれ、それが今の

世界を形作っているのであって、ちゃんと

機能しています。トランスコピーライトも

ある面では複雑かもしれませんが、それが

生み出す自由を考えればそうも思わないで

しょう。

現在、コピーライトについて、まったく

異なる立場の人たちの間で議論が行われて

います。新しい法律を作って、違反者を収

容する新しい監獄に思いを巡らせているフ

ァシスト的な人もいる一方、コピーライト

は廃止すべきだという人々もいます。しか

し、私は（トランスコピーライトを採用す

れば）公正で、支払いも確保され、クレジ

ットも得られ、誰もがいかなるものでも再

利用することが可能になると言っているの

です。1つだけ放棄しなくてはならないのは、

それがどのようなコンテクストの中で現れ

るかをコントロールする権利だけです。た

だ、ディズニーは、この先25年は受け入れ

ないでしょうね。彼らはビデオテープ化さ

えも長い間受け入れなかったんですから。

hインターネット上での可能性

インターネットは、どんどん成長し続け

るでしょう。アメリカでは政府がコントロ

ールできる形としてN I I（N a t i o n a l

Information Infrastructure）が検討されて

いますが、インターネットはコントロールで

きないでしょうね。私としてはNIIよりもっ

と自由なインターネットのほうに興味があ

ります。でも、将来を予測するのは難しい。

T h e o d o r  H o l m  N e l s o n
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インターネットでは、翌週何が起こるか誰

もわからない。あまりにいろいろなものを詰

め込みすぎて、トラブルが生じるかもしれま

せん。インターネットはデリケートなのです。

（WWWの基礎を作った）ティム・バー

ナーズ=リーから、WWWはもともと私の

本にあった考えに基づいていたと聞いたこ

とがありますが、WWWは素晴らしい“単

純化”だと思います。そこに私自身の問題

があるんですが……私は1つに統合化され

たアイデアをばらばらにして部品を作るこ

とができないんです。でも、そのアプロー

チのほうが、ずっと実用的であることがわ

かりました。私はもっと深いことをやろう

としてきたので、あんなに単純なものが、

あれほどのインパクトを持ったことにむしろ

驚いています。ハイパーカードみたいなば

かばかしいものが、あんなにインパクトを持

つとは思いもしませんでしたね。

トランスコピーライトのアイデアを実現

するうえでの「HTML」の問題は、コード

が埋め込まれているという点です。HTML

で書かれたパラグラフを取り出して組み換

えようとすると、コードを取り除かなくて

はなりません。ザナドゥのやり方ではコー

ドは常に別のところにあるのです。

WWWが実際に行っているのはインター

ネットのFTPですが、ジャンプのためのポ

インターを付加したうえで、それを隠して

しまう。少なくともMosaicなどのようなも

のでは、ポインターをブルーの文字に隠し

てしまうわけです。ですからコードとして見

ると、そこにはURLがあるのですが、表示

した瞬間に見えなくなってしまう。URLの

ための小さなTrap-Door（隠し部屋）を作

るようなものです。これはうまい工夫だと

思います。私には考えもつきませんでした。

自分で重要だと思えることばかりを考えて

いると、とても単純なことには目がいかな

いものです。

私は、田中教授がインターネットのソサ

エティとどのように関係しているのかは知

りませんが、ハイパーラボの研究者たちが

インテリジェントパッドを使って実現した

ことは特筆すべきものです。これはラボの

中のデモンストレーションなのですが、ワ

ークステーションをTCP/IP上で結んで行

ったわけですから、原理的にはインターネ

ットでこことアメリカの間を結んだのと変

わりないですね。

hザナドゥの将来は？

ザナドゥの今後の計画については明確で

はありませんが、将来性はあると思います。

日本でも多くのスポンサーの希望がありま

す。現在、アメリカでは3つのザナドゥ・プ

ロジェクトが進行中です。1つは従来の（Auto

Desk社で開発してきた）ソフトウェアをレ

スキューすること、あとの2つはオブジェク

ト志向データベースとリレーショナル・デ

ータベースによる異なるアプローチです。複

数のオブジェクトをリンクさせながら、な

おかつそれらのオブジェクトが持っていたリ

ンクを失わないようにするという基本的な

概念を実現する方向で検討されています。

これによってザナドゥの機能はインプリメ

ンテーションからまったく独立したものに

なるわけです。あなたはどんなものでもコー

ド化することができるし、あらゆる断片を

構成して新しい構造を作りだすことができ

ます。しかも、オリジナルのコンテクスト

と現在のコンテクストを比較参照すること

ができるのです。

簡単なことなのですが、これを人に伝え

るのは難しいですね。たぶん量子力学のよ

うに思えるのでしょう。私にとっては、こ

れ以上はっきりしていることはないのです

が。私にとって、共同作業というのは二次的

なことです。幼い頃から人とうまくやって

いくことが苦手で、議論を避けるために1

人で研究するようにしていました。作家に

なっていたら理想的だったかもしれません。

実際に書くことはありますが、人と一緒に

働くことは説得とか論争とかになります。

私はそんなに柔軟ではないですから……人

は私を理想家と呼ぶかもしれませんね。

ザナドゥというのは個人にもグループに

も利益をもたらします。個々のアイデンテ

ィティを保ち続けることで、以前のコンテ

クストも明確に保てるわけです。ザナドウ

は私の仕事であり、芸術作品であり、私の

宗教なのです。比率的にはアメリカ人より

も日本人のほうが理解してくれていますし、

日本で私の仕事がこれほど知られているの

に驚いています。■

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

我々の創造行為は、過去の文化資産からの

多くの引用の上に成り立っている。過去の知識

表現はアナログなメディアに定着されているが

ゆえに、容易な改変を許さず、それによって原

著作者の権利が守られてきたという側面がある。

しかし今、デジタルメディア環境の出現によって

事態は大きく変わりつつある。ことにWWWな

どのハイパーテキスト的メディアでは、利用者の

意図によって要素同士を簡単に結び付け、それ

を新たなコンテクストを持つドキュメントとして

提示する可能性が飛躍的に向上する。

とすれば、「Transcopyright」の概念は、

アナログ媒体から開放されたフラグメントとし

ての情報がスムーズな結び付きのチャンスを与

えられ、流通するための核になるものと言える

だろう。

新たな知識空間としてのサイバースペースの

役割に期待する我々としては、彼のアイデアが

どのように“Transclude”されていくか、今

後の展開に注目したい。

（imaizumi)

「ザナドゥ」ホームページ
jhttp://www.xanadu.com.au/xanadu/
インテリジェントパッドについて
jhttp://www.huee.hokudai.ac.jp/
インテリジェントパッド（ソフトウェア）
jftp.north.ad.jp（anonymous ftp）
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